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日立諾特許

可変間借法による文字認識装置
OCR(光学‾丈rj二流取り装こFこ)に仲川さ

れている認j哉方J〔グ)一つに,概似便法

と呼ばれる方式がある｡二の7ブ式は印

刷文ノトのように乍J｢ラが一正のLク)に過

し,浦乍f円認識方式として広〈位糊さ

れている√)

従来の頬似便法では,未知‾丈ノトと仰1

仰の標準史子とめ頬似度を.汁算L,妓

も懲川1Lているもの(箭1候補)と2番

[]に相似しているもの(許さ2イ佼舶)との

差があらかじめ設定された固く右l拘伯以

上二に大きいとき第1イ快補を認諾ほ㌔言米と

別荘する｡

しかし,卜記グ)77法では認識対象の

`ウニ純,′ト休か多様化Lたり,未知‾丈ノi一:

かノイ ズなどに.よ り変形Lたり′う‾ると,

よ く似たノjアニか多くなるため了Fこ涜ヰ壬か机

下Lたり,誤読ヰくが岬大しやすい火′L.ウニ

をもっている｡

二二に紙介する認識‾方式(図1)は,

閥値をL‾占l左せず,標準丈`‾j;二間の距離に

応じて開場を【ir変とする､すなわち,

よく似た‾文字間のl詣川たは小さく,あ圭

1=比ていない文ノ;･二間の閥伯は大きくす

回顧御未知文字 /標準嫡
倶 似 度 計 算

第1候補

第2候補
検 出

第=庚掃から闇値の選択

判 定

結 果 の 出 力

区= 可変間借法のフローチャート

ることに.上り,誤L涜ヰくを吋卜人すること

なく_TE読ヰくを満夕〕るものである_÷

すなわち,未知文ノi･二Ⅹに対L相似度

言卜笥二に上りイこ三宍碑文7二Aが箭1恨納,標

畔‾丈ノi･:Bか節2帳柚とな/〕たとする｡.

1J馴≠=ま標準丈′トAの旭似伎とAに最も

よく似た標准ウニノj･イ例えばB′)の鮎川1性

の芹に比例Lた伸二に淀める_ノ ー1托にB

とB′は向一であることか多いか,ノイ

ズ1などにより大き く変形した場†ナには

BとB′は異なることかある｡Lかし,

その場今でもAとBc7‾)放似度の差は,

AとB'の粕イ以J空の差とあまり変わJ〕な

いため､AとB′により設定された偶値

を拝卜､ても問越のないことが実験によ

1=確認されている.｡

1.特長･効果

(1)閥伸二を可変にすることにより,認

識杭度を巾J_Lさせることができる｡

(2)各々の閥値は標準せ二′‡:が決まれば,

こ汁許により【rI動的,‥ぷ三的に求めるこ

とができ,試行緋誤を必要としない｡

(3)求められた糊値はテ"ブル形式に

格納しておくことにより効率的に使用

でき,一‾丈乍の認識♂‾)たびに計節する

ノ必要はない

(4)印刷壮ノ‾j二二など,丈ノチエ椎の多い‾丈下

の認～俄にも適用できる.｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

● 特許第895103号(特公昭52-19416)

｢可変闇値法による文字認識装置+

メモリ装置
近年のICメモリの技術の進一J歩に伴い,

処理装置内の主記憶装置,高速バ､ソフ

ァ記憶,チャネルのデーータ/ヾソファろ.■

ど､各椎のメモリ装置がICメモリによ

り構成されている｡

寄買:を大谷E主‾呈二化L,

速化を図るために,

のバンクで構成し,

このメモリ装甚の

かつアクセスのIt-さ】

メモリ装甚を複数

一度に了読み附す二

とグ)できるデuタ帳iを大き く すること

か,一般R勺によく行なわれる<二,

本発LIf】は,校数のバンクで構I良きれ

たメモリ装置かご)データを読み出すと

きに,メモリ装i宣へのアクセ1【ロト数を

減少させて,実効的なメモリ巷妄置のア

クセス時間を高速化するもク〕である､.

図1に,各バンクグ)データ帖か1′ヾ

イトで令イ本が4バンクで構成されるメ

モリ装置の例を示すし､二のメモ〉J装て芦壬

から斜一鵜ミで示した4バイトのテ㌧一夕を

読み出す場fナ,従来は最却Jに犯番地を

アクセスLてバンク3のデ【タをi読み

出し,二大に乃＋1番地をアクセスして

残りのバンク0～2c7)デー1タをそろえ

ていた｡これに対し本発叩]のメモリ装

置は,例示のように必要とするデータ

の先頭がバンク0にない場合でも,先

頗のデータを格納Lているバンク3よ
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レジスタ0 レジスタ1 レジスタ2 レジスタ3

リー々苦い番-ぢ一をもつバンク0～2には､

】∴】動的に先頭のアドレスれ番地にプラ

ス1したアドレス犯十1番地かアドレ

スレジスタ0～2に供給され,データ

が読み出されるように;別御している｡

二のため,本発日月のメモリ装置では,

従来2凶のメモリアクセスを必要とし

た場fナでも,1回のメモリアクセスで

デ∽タグ)読み出Lが可能となるr+

1.特 長

(1)中央処理装置の主記憶,iヂ右速バッ

図1 メモリ装置

ファ記憶に使用することにより,命令

先取処理,バイトアライメント処埋を

高速化できる｡

(2)チャネルのデータバッファに使用

することにより､デーータチェイ ン処理

を高速化できる｢,

2.提供技術

■特許の実施許諾

● 特許第943917号(特公昭53--18299)

｢メモリ装置■j
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日立諾特許

ラスタスキャンCRTディスプレイ

計算機システムでのマンマシンコミ

ュニケ】ションの手段として,CRTデ

ィスプレイが普及している｡ラスタス

キャン方式のCRTを制御するためには,

高速の制御信号が必要なため,多くの

論理素子を使用し,専用回路を組む必

要があった｡

日立製作所では,マイクロコンピュ

ータによって,制御パラメータを設定

するだけで,ラスタスキャンに必要な

すべての制御信号を発生できるCRT制

御専用のLSIを開発した｡その制御項

目を表1に示す｡二のLSIとマイクロ

コンピュータとを組み(ナわせることに

よって,簡単な英･数′享:表ホ装置から

高度な図形表示装置までを効率よく実

現することかできる｡図1に,CRT制

御用LSIの使用例を示す｡)

l.特長･効果

(1)ラスタスキャン制御に必要なほと

んどすべての信号をマイクロコンピュ

ータから自由に設定,出力できる｡

(2)14ビ､.ソト表示アドレス出力を利用

して,直接リフレッシュメモリをアク

表I CRT制御用+S】の制御項目

7■■ログラマブルな項目 設定単位 ヒ･ノト数 備 考

水

平

タ

イ

ン

グ

水平掃引時間 文 字 8

水平同期信号位置 8

水平同期信号幅 4

垂

直
タ

イ

ン

グ

垂直掃引時間 行十ラスタ 7十5

垂直同期信号位置 行 7

垂直同期信号幅 ラスタ 4

1行のラスタ数 ラスタ 5

インターレースモート 3種揖 2

画

面
フ

オ

l

マ

ノ

卜

水平表示文字数 文 字 8
最大255文

字行

垂直表示行数 行 7
最大127行

画面

リフレッシュスタート

アドレス
文 字 14

そ

の

他

カーソルアドレス 文 字 14

カーソル表示モード
3種類

←形状
12 点滅周軌蓑

示可否など

ライトペン積出アドレス
】
文 字 14

セスできる｡

(3)表ホアドレスとマイクロコンピュ

ータのアドレスとを時分割;別御するこ
とによって､マイクロコンビュ"タの

処理能力を最大限に発揮できる.っ

MP〕

ドット

カウンタ

発振
回路

MA

RA

CしK マルチプレクサ

リフレッシュ

メモリ(RAM)

キャラクタ

ゼネレータ

P--S

D15PTMG

CUDISP

HSYNC

VSYN(〕

パスドライバ

AI5～Ao

D7--Do

グラフィック

パターン

ゼネレータ

カラービット(RGB)

赤ビデオ

禄ビデオ

ビデオ

コントロール

育ビデオ

同期信号

⊂〕

区= CRT制御用LSlの使用例

堤俵技術

■ 関連特許の実施許諾

● 特開昭52-147026号

｢ディスプレイ装置+ほか7件

USP 4i49264

t技術指導

文書編集処理装置
文書イメージの編集には,部分画像

の切出し･†ナ成機能が要求される｡部

分画像のりJ出しとは,図1(a)にホした

走奄データをメモリから読み出し,こ

れを転送して同間(b)のように,メモり

の別の領域に書き込むことである｡ま

た,合成とは,この道の機能である｡

従来のDMA転送は,画條編集メモリの

先鎖アドレス以降,連続的に所定グ)ワ

ード数を転送する機能しかもたないた

め,イメージの切出し･†ナ成では部分

画イ象を1行ずつに分けて転送しなけれ

W

画像編集メモリ

B

朗
〓
帆

W

ばならなかった(J二のDMA(7)起動･停

止処理のオーバヘッドのために,処理

速度が遅いという問題があった｡

不発明は,この問題を解決するため

に画像データの新しい転送方式を提供

するものである｡すなわち,本発明は,

上記1行単位の折返し転送を図2にホ

すハードウェアで実現してし､る｡その

結果,CPUからみれば,部分L良ぃ像単位

に連続的にデータ転送が可能になる｡

1.特 長

(1)従来の単純なDMA転送による方法

W W

㊥

S(=WXK)

(b)主記憶装置内の部分画像データ

部分画像データ

y (a)画像編集メモリ内の部分画像データ

図l 部分画像データの切出L･合成機能

処

理

装

置

終了割込

制

御

装

置

A

リクエスト信号

起動信号

丁-タ

‾l

レジスタ
Wノ(

イ
ス 彗

1つ

No.

オ
1

ダ

テ
コ

】

ダ

レジスタ
X,Y

カウンタ
(S)

.カウンタ(B)
l

l=Iwl l

主記憶 バッファ 画 像
装 置 画像データ

メ モリ メモリ

図2 ハードウェア構成

と比較して,約10倍の高速化が可能に

なる｡

(2)同じハードウェアを利鞘して,画

條のメッシュ分′剖,画像の傾き補正な

どの処理も可能になる｡

2.提供技術

■特許の実施許諾

● 特開昭56-9860号ほか20件

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいておりますこまたノーハウにつし､てもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

ぶ問い合わせ先は… 練武舌鼓日元裂イ亡祈 〒105東京都養区浜松町二丁目4蕃l号(世界貿易センタービル)電話川3)435-4116､8(ダイヤルイン)特許部特許営業プル_プ
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HITAC T-550/60 0CRシステム

HITAC T･550/40,T-550/500CR

(光ギニ文一j･二言先取り装迅:)システムにあ■己き

T-550シリーズーの般_卜位機純とLて,

HITAC T-550/60 0CRシステムを開

発Lた(図1)Lつ 昭和56午8月に;出.打,化

LたHITAC T-550/40ノ女びT-550/50

0CRシステムは,コストパーフォーマ

ンスの-:■古さ,分牧人ノJにも駐中人力に

も別川できるシステムの某紙什などの

ll

図I H】TAC T-550/′60 0CRシステム

l二1よかノ)好評を待ているか,う､川製ん--化

LたHITAC T--550/600CRシステム

は,起に某1粉-とl_をグ‾)多い麒▼存ニース､にこ

たえるために開発したもげ)で,.洗収過

度を人帖に什L(100丈′jナニ言L人グ)A5サ

イ ズ帖柴で約48校/分をり三J九)きせると

ともに,従来モデル･と1社主一方壬什様,フォ

ーマットフ■ログラムなどについてf‖J上二

に完全な/7二操作をも/+ようにLた､､

1.主な特長

(1)処メモ巨過度ジ‾)異なる3モデルがあるた

め,業務三暮_i二により拉過なOCRが逃べるr〉

(2)新Lい認識方式(同一形検証法)の】i臼

先によ り,認識精使を人帖に1/り_Lき

せた｡

(3)A8かごフA3サイ ズ､の帳票まで扱え

るグ)で,帖Jょい業務に池川できる｡

(4)状7ニケイグ■ンス,罫裁と,J丈敵 城

i凋去′+ミな.どのl軌巾;fiり御機泊巨に.より,14

インナの人形ナイスフレイた伝一票イメ

ージグ)比やすし､いIi向を作bkすることが

できる′ノー

(5)フロソヒーテ■ィスクJ｢りJ(7)ほかに､

表l 卜‖TAC T-550/40,50,60の主な仕様

No. Ⅰ白 目 丁-550ノ40 T550ノ50 1二550/60

l

処

王里

速
度

帳

票
規
格

最 高

(枚･ノ分)
約50 売勺100

約33

栄勺100

A5にiOO

字喜己入

＋(枚′′分)
約20 約 48

2

A8---A3サイズ

55-135

紙 質

手 書

OCR用紙･上質紙

3

数字･英字･片イ反名･記号･ス
己冗

取

文

/く一ス

)古 宇

OCR-B:数字･英字･記号
字
種

407:数字

ドット文字:数字･英字

4

諸

機

能

テr 一 夕 フィールド内チェック,フ

チェック イールド間チェック,帳票

機 能 間チェック

ジ ョ ブ デュアルジョフ＼ジョブス

制御機能 トリーム

そ の 他
;実字ガイダンス機能.出力

データ編集機古巨

回線棲続,チャネル接続が叫能である｡_〕

(6)滞紙･｢二質紙を扱える〝)で,ラン

ニングコストか安し､r)

2.主な便様

主な什様を表lにホす｢,

(日立製作所 コンビューータ:-ii岩本部)

日立CMOS8ビットシングルチップ

マイクロコンピュータ"HD63LO5”
HD63LO5は,′i宅地駆動システムを対

象とLて偶発された,低′■‾E圧･什も消音哲

電力のCMOS8 ビットシングルチップ

マイクロコンピュータである(図1)‖

3/∠mCMOS技術の採用と設計上グ‾)

1二大により,A-D変授器,LCDドライ

バなどの周辺凶路を1チップに集材をL,

更に3V単一電i城によるイ氏領主L上,仕も消

′ま】～`-‾E力動作を実現Lた｡

l.HD63LO5の特長

(1) 3V単一電源による帆′壷仔(2.2～

3.8V),帆消費ノf富力(動作時0.3mW,ホ

ーールト咋0.1mW,スタンバイ時6/ノW)

動作を!実現しているため,電池駆動シ

ステムに段通である｡

(2)メモリ(マスクROM4kバイト,

RAM96バイト),インタフェースLd路,

タイマ,A-D変換回路,液晶駆動回路

などの周辺b+主格を内蔵しており,機器

のコンパクト化が図れる｡

(3)マスクオフじションにより豊富なバ

リエⅦション(A-D変換人力境大8チャ

表I HD63LO5の主な仕様

図I HD

63LO5 の

チップ(チ

ップサイ

ズ:6.1mm

X6.1mm)

ネル,液晶表示数誠人3×17セグメン

ト､汎川入山ノJ端‾｢浪人20入出力＋19

出力)が選択できる(⊃

(4)HD6805系と同一の命令セットを

もっており,バイト効や,操作作グ)良

い爺1ナ体系である′｡

2.主な仕様

二主な仕様を表1にホす｡

(.口上二製作所 半さ年休･Ji業部)

項 目 イ士 様

命 令 体 系 ●H[)6805Sと同一のインストラクションセット

内 蔵 メ モ リ ●内蔵ROM4kバイト ●内蔵RAM96バイト

内 蔵 機 能

●8ビットA-D変換器(最大8チャネル,変換時間4ms)

●LCDドライバし柘バイアス妬デューティ駆動,最大17セグメント出力)

●8ビットタイマ(プログラマブル7ビットブリスケーラ付)

●タイムベース割り込み(㍑秒周期,l秒周期)

l･′0(入出力)ポ ー ト 数
●20け0共通ポート

●19出力ポート(セグメント端子のマスクオプション)
動 作 速 度 ●最小命令実行サイクル数l ●サイクルタイムl恥S(tYP)
動 作 電 圧 ●2.2､3.8V

消 費 電 力

(f二400kHz,帆･√･-3V)

●動作モード 0.3mW typ

●ホールトモード 0.】mW typ

●スタンバイモード 6/ノW tvp

プログラム開発委援システム ●専用エバリュエーションチップ ●H68/SDシリーズ(SD5他)
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日立新形ディジタル制御DCモートル"EXCEL”

日在製作f叶は,中々ノ=3､成土主を遂げ乙

がノブ■‡'右准紺巨化が進んでいる

ロボット産業のこ-ズにこたえるため,

■∴i分角綿ヒのエンコーダ(速度ノ女び位讃の
検｢11器)を一体化LたDCモートルと高

機能･コンパクト化された一肌御回路を

開発Lた(■図1)､ノ

l.主な特長

(1)新方式のエンコーデは,我が何で

納めて磁こ1もセンサを咽いた磁1も記ふ長式

エンコーダであり,従来の光t､芦式エン

コータ'､に対L､向一寸法比で分解能か

約2陪(当社比)で,消照電流は約一㌻(当

窟

杜比)で1月む‥モ=トル本体はシリンダ

形4シリース＼フラット形2シリーズ

あり,川途にナナわせエンコ肝-ダと組み

でナわせることか口J能である_ノ

(2)了別御凶路は,独白のマイクロコン

ピュータグ〕ソフトウェアに.よ りエンコ

ーダ付モー1トルをテ‾イ ンタル制御する

もので,安定Lた辿ノ空r刷御と精密な位

を行なうっ 速J空制御は,設定さ

れた速度指令により,モートルをPWM

制御でメェこ範囲の制御が可了指であるこ 位

置制御は,山動的に負荷の慣性を計算

L,負荷に対応したi成速により正確な

停止機能を発揮する｡更に,インタフ

ェースはバス方式,
あるいはスイ ッチ

影野

区= 日立新形ディジタル制御DCモートル"EXCE+”

などによる個別設

七三‾方∫〔が‾叶能で,

汁L肝作をぢ▲寝Lて

し､る｡論理回路を

ソフト化し,†如月

IC･の仙数を減⊥､ブし

ノ.帥丈伯仲=まはかき

1校稚.度の人きき

にした(5Wの御+御

匝1上略)_.

表l 主なイ士様

項 目 イ士 様

DCモートル

出 力 5､200W

外 径
シリンダ形:38--8〔〉mm

フラット形:100､1601¶m

長 さ
シリング形:48､170mr†1

フラット形:35､77mm

エンコーダ

(磁気呂己毒曇式)

分･解能 128､l′2001)P｢

出力フ屋形コード 矩形;慮 インクリメンタル2柏

電源電圧(DC･∨) 5±5%

ディジタル

制御回路

電源電圧(DC･∨)
モートル各区動用24(標準)
ロジック用5±5%

周囲温度 0 ､40℃

速度制御手蔓囲 30､5′000｢pm

速度変動率 l%以下

位置検出分解能 0,075度(し200pprエンコ

-ダ組合せ時)

(3)エンコーダ部の特士妄

(a)優れた温度特性と同i皮数応答

(100kHz応答可)をもつ｡

(b)′ト形･軽量:波形整形回路にハ

イプリソドICを採用Lている｡

(C)消ぜキ電i充が約-を(当社比)で析む(_,

2.主な用途

フ､リ ンクのヘッド駆動用,稜′/j二機の

光二i原駆動=‾J,硯條祁駆助川X Yプロ､ソ

タ,ロボット,ME機器

3.主な仕様

‾トな仕様を表】にホす｡

(F‾丁立製作所 商品事業本部)
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